
認 定 書

国 住 指 第 82
平成 29年 5月

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 堺 正光 様

国土交通大臣  石井

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条
第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

1.認定番号
PC030BE-3668(2)

2.認定をした構造方法等の名称
フェノールフォーム板充てん/鋼板 。構造用面材 [木質系ボー ド、セメント
板、火山性ガラス質複層板又はせつこうボー ド]表張/せつこうボー ド裏張
/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通 り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。
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号

日

記

訴



別 添

1.構造名 :

フェノールフォーム板充てん/鋼板 。構造用面材 [木質系ボード、セメント板、火山性ガラス質複
層板又はせつこうボー ド]表張/せつこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

2.仕様の寸法 :

仕様の寸法を表1に示す。

表1 仕様の寸法
項 目 仕 様

壁の高さ 構造計算等によつて構造安全性が確かめられた寸法

壁厚 132.5“ lm以上

佳・問柱間隔 500■lm以下
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3。 仕様の主構成材料 :

仕様の主構成材料を表2に示す。

表 2 主構成材料

項  目 仕 様

柱 (荷重支持

部材)

材料 :①又は②

①日本農林規格に適合する針葉樹の構造用製材又は構造用集成材

②日本農林規格に適合する構造用単板積層材

断面寸法 :105× 105■ lm以上

間柱 材料 :日 本農林規格の品質を満足する木材 (製材、集成材又は単板積層材)

断面寸法 :27× 105「 lm以上

材料 :1)～ 18)の一

1)両面ポリエステル樹月旨系塗装/アルミニウムめつき鋼板 (国土交通大臣認定不
燃材料 :NM 9583、 卜lM-9584)

2)溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3302)

3)塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3312)

4)溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めつき鋼板 (」IS G 3321)
5)塗装溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めつき鋼板 (」 IS G 3322)

6)溶融亜鉛 -5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3317)
7)塗装溶融亜鉛 -5%アルミニウム合金めつき鋼板 (」 IS G 3318)
8)溶融アルミニウムめっき鋼板 (」 IS G 3314)

9)フ ッ素樹脂系塗装/裏面ポリエステル樹脂系塗装/アルミニウムめっき鋼板
(国土交通大臣認定不燃材料 :NM 9662)

10)両面アクリル樹脂系塗装/亜鉛めっき鋼板
(国土交通大臣認定不燃材料 :NM-8341、 いlM 8514)

11)フ ン化ビニリデン樹脂系塗装/両面アクリル・塩化ビニル樹脂系塗装/亜鉛め
つき鋼板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM-8400)

12)溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (」IS G 3323)

13)塗装/亜鉛めっき鋼板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM-8697)
14)両面ポリエステル樹月旨系塗装/溶融アルミニウムめっき鋼板 (国土交通大臣認
定不燃材料 :NM 1863)

15)高耐候性圧延鋼板 (」 IS G 3125)

16)アルミニウム・亜鉛合金めっき鋼板 (国土交通大臣認定不燃材料 :ⅢIM-8027)

17)ポ リエステル樹脂系塗装/アルミニウム・亜鉛合金めっき鋼板 (国土交通大臣
認定不燃材料 :卜lM 8028)

18)樹脂フィルム積層鋼板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM 1955)

鋼板厚さ :0.35■ lm以上

働き幅 :370■ lm以下

断面形状 :平板又は凹凸板 (図 5参照)

表面塗料 :

種類 :①～⑥の一又は組合せ

①アクリルウレタン樹脂系塗料

②アクリル樹脂系塗料
③アクリルシリコーン樹脂系塗料

④ふっ素樹月旨系塗料
⑤エポキシ樹脂系塗料
⑥無機質系塗料
使用量 :200g/m2以下(有機固形分)

固定方法 :①又は②
①差込式

差込代 :9Hlm以上

②重ね式

外装材

張 り方 :縦張
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構造用面材 仕様 :(1)～ (4)の一

材料 :①～③の一

①構造用合板 (日 本農林規格に適合するもの)
厚さ :7.5「 lm以上

②構造用パネル (日 本農林規格に適合するもの)
厚さ :91lm以上

③パーティクルボー ド(」 IS A 5908)

厚さ :9mm以上
④インシュレーションファイバーボード(」 IS A 5905)

厚さ :9Rlm以上

⑤ミディアムデンシティファイバーボード(」IS A 5905)

厚さ :711m以上、密度 :0,7(± 0.07)g/cm3以上

⑥シージングボー ド(」IS A 5905)

厚さ :9alm以上

密度 :0,33～ 0,42g/cm3

⑦ハードファイバーボー ド(」 IS A 5905)

厚さ i511m以上

③製材 (日 本農林規格に規定するもの)
厚さ :9■lm以上

材料 :①～①の一

①木毛セメント板 (」IS A 5404)

厚さ :15■ lm以上

②木片セメント板 (」 IS A 5404)

厚さ :1211m以上

③パルプセメント板 (JIS A 5414)

厚さ :6「lm以上

④フレキシブル板 (」 IS A 5430)

厚さ :311m以上

⑤けい酸カルシウム板 (」 IS A 5430)

厚さ :5■lm以上

⑥スラグせつこう板 (」 IS A 5430)

厚さ :5nim以上

⑦繊維強化セメント板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM 8576)

厚さ :511m以上

③繊維混入けい酸カルシウム板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM-8578)

厚さ :51【 lm以上

⑨繊維混入スラグせつこう板 (国土交通大臣認定不燃材料 :卜lM 0834)

厚さ :3111■ 以上

⑩両面アクリル系樹脂塗装/パルプ・けい酸質混入セメント板 (国土交通大臣認定
準不燃材料 :QM 0457)

厚さ :9■lm以上

①パルプ混入けい酸カルシウム板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM 0656、 NM-2601)

厚さ :411m以上

材料

厚さ

火山性ガラス質複層板 (」 IS A 5440)

6Hlm以上

材料 :①、②又は③
①せっこうボー ド(」 IS A 6901)

厚さ :9.511m以 上

②強化せつこうボー ド(」 IS A 6901)

厚さ :12.5■lm以上

③ガラス繊維不織布入せつこう板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM 9854)

厚さ :1011m以上
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充てん用断

熱材

仕様 :(1)又 は (2)

(1)発泡プラスチック保温材 (」 IS A 9511)

(2)建築用断熱材 (」 IS A 9521)

材料 :フ ェノールフォーム板

形状 :平板

厚さ :40(± 4)～ 100(± 10)nlm

密度 (基材):24(± 3)～ 41(± 4)kg/m3

面材 (基材の両面に設置):(1)～ (6)の一

(1)ポ リエステル系不繊布

使用量 :10(± 1)～60(± 6)g/m2(片面あたり)

(2)ポ リプロピレン系不織布

使用量 :10(± 1)～60(± 6)g/m2(片面あたり)

(3)ポ リエチレン加工紙

使用量 :10(± 1)～60(± 6)g/m2(片面あたり)

(4)は り合せアルミニウムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムはく

ガラス繊維複合紙)

(6)な し

酸素指数 (基材):31(± 3.1)以上

内装材 仕様 :(1)又 は (2)

(1)せつこうボー ド(」 IS A 6901)

(2)強化せつこうボー ド(」 IS A 6901)

厚さ :12.511m以上
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項 目 仕 様

胴縁 材料 :日 本農林規格の品質を満足する木材 (£十葉樹の構造用製材、構造用集成材、造

作用製材又は下地用製材、構造用単板積層材、造作用単板積層材、枠組壁工法構

造用製材、構造用たて継ぎ材 )

断面寸法 :15× 4511m以上

間隔 :500Hlm以 下

受材 仕様 :(1)又は (2)
(1)な し

(2)あ り

材料 :日 本農林規格の品質を満足する木材鮭十葉樹の構造用製材、構造用集成材、

造作用製材又は下地用製材、構造用単板積層材、造作用単板積層材、枠組壁

工法構造用製材、構造用たて継ぎ材)

寸法 :40× 40■lm以上

取付位置 :目 地部

防水材 仕様 :(1)又は (2)

(1)あ り

材料 :①又は②

①アスファル トフェル ト(」 IS A 6005)

単位面積質量の呼び :430以下
②透湿防水シート

材質 :1)、 2)又は 3)、 又は組み合わせ
1)ポ リエチレン

2)ポ リエステル

3)ポ リプロピレン

厚さ :0。 2■lm以下

表面アルミニウム蒸着 :あ り又はなし

(2)な し

防湿気密

フィルム

仕様 :(1)又は (2)
(1)あ り

材料 :①～③の一

①住宅用プラスチック系防湿フィルム(」IS A 6930)

②包装用ポリエチレンフィルム (」 IS Z 1702)

③農業用ポリエチレンフィルム (」 IS K 6781)

厚さ :0,281m以下
(2)な し

内装材 目地処

理材

仕様 :(1)又は (2)
(1)な し

(2)あ り

材料 :①及び②又は組合せ

①せっこうボード用目地処理材

使用量 :100g/m以 上

②ジョイントテープ

材質 :ガラスファイバーテープ

寸法 :幅 50rlm以上、厚さ0,15■ ll■～0。 20■ lm

4.仕様の副構成材料 :

仕様の副構成材料を表3に示す。

表3 仕様の副構成材料
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気密材 仕様 :(1)又は (2)

(1)あ り

材料 :①～③の一

① (片面・両面)粘着層付きテープ

材質 :1)～ 8)の一

1)ブチルゴム系

2)EPDMゴム系
3)ア クリル系

4)アスファル ト系

5)ポ リエチレン系

6)ポ リエステル系

7)ポ リプロピレン系

8)ポ リオレフィン系

使用量 :120g/m以 下

②アルミニウムはく・粘着層付きテープ

材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様とする

1)ポ リエチレン系

2)ポ リエステル系

3)ポ リプロピレン系

使用量 :120g/m以 下

③シール材

材質 :1)～ 6)の一

1)ポ リウレタン系樹脂

2)ア クリルウレタン系樹脂

3)ポ リサルファイ ド系樹月旨

4)変成ポリサルファイ ド系樹脂

5)シ リコーン系樹脂

6)変成シリコーン系樹月旨

使用量 :100g/m以下

(2)な し

留付材 外装材固定用 :

材料 :ね じ

寸法 :呼び径 φ3.0× 長さ20■lm以上

材質 :1)又は2)

1)鋼製

2)ス テンレス鋼製

留付間隔 :500■lm以下

胴縁固定用 :

材料 :①又は②

①くぎ

②ねじ

寸法 :胴部径又は呼び径φ2.15× 長さ3811m以上

材質 :1)又は2)

1)鋼製
2)ステンレス鋼製

留付間隔 :500Hllれ以下
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留付材 内装材固定用 :

材料 :①又は②

①くぎ

②ねじ

寸法 :胴部径又は呼び径φl。 9×長さ32ェlm以上

材質 :1)又は2)

1)鋼製
2)ステンレス鋼製留付間隔 :200rlm以 下

情造用面材固定用 :

材料 :①又は②

①くぎ

②ねじ

寸法 :胴部径又は呼び径φl.9× 長さ32■lm以上

材質 :1)又は2)

1)鋼製
2)ステンレス鋼製

留付間隔 :200Hlm以下

受材固定用 :

材料 :①又は②

①くぎ

②ねじ

寸法胴部径又は呼び径 :φ 2,75× 長さ5011m以上

材質 :1)又は2)

1)鋼製
2)ステンレス鋼製

留付間隔 :1本/箇所以上(柱又は間柱に留付け)

防水材固定用 :

仕様 :(1)又は (2)
(1)あ り

材料 :①～④の一

①ステープル

材質 :1)または 2)

1)鋼製
2)ステンレス鋼製

寸法 :肩幅 9.6× 足長 611m以上

② (片面 。両面)粘着層付きテープ

材質 :1)～ 8)の一

1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)ア クリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系
8)ポ リオレフィン系

使用量 :220g/m2以 下

③アルミニウムはく。粘着層付きテープ

材質 :1)～ 3)の一

1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系

使用量 :220g/m2以 下
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5.仕様の構造説明図 :

仕様の構造説明図を図1～図5に示す。

留付材 ④スプレーのり

材質 :合成ゴム系樹脂

使用量 :100g/m2以 下
(2)な し

防湿気密フィルム固定用 :

仕様 :防水材固定用と同じ

充てん用断熱材固定用 :

仕様 :(1)又は (2)
(1)あ り

材料 :①～⑥の一、または組合せ (最大有機質量 420g/m2)

①くぎ

材質 :1)又は 2)

1)鋼製
2)ステンレス鋼製

寸法 :月同部径 φl,9× 長さ 32ェlm以上

② (片面・両面)粘着層付きテープ

材質 :1)～ 8)の一

1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリアレ系
4)ア スファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系
8)ポ リオレフィン系

使用量 :420g/評 以下

③アルミニウムはく。粘着層付きテープ

材質 :1)～ 3)の一

1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系

使用量 :420g/m2以 下

④スプレーのり

材質 :合成ゴム系樹脂

使用量 :100g/m2以 下

⑤接着剤

材質 :1)～ 7)の一、または組合せ

1)エポキシ系樹脂
2)酢酸ビニル系樹脂
3)ゴム系
4)ア クリルウレタン系樹脂
5)ポ リウレタン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
7)EVA系樹月旨

使用量 :400g/m2以 下

⑥ステープル

材質 :1)又は 2)

1)鋼製
2)ステンレス鋼製

寸法 :肩幅 9,6× 足長 6Hl14以上

(2)な し
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単位 :‖lm

ン(

防湿気密フィルム

(あ り又はなし)

気密材
(あ り又はなし)

柱

留付材 (構造用画材固定用 )

充てん用断熱材

※土台

※基礎

防水紙
(あ り又はなし)

間桂

留付材 (ЛΠ縁固定用 )

1日緑

留付材 (防水紙固定用)
(あ り又はなし)

図 1 構造説明図
(構造用面材あり、受材なし)

内装材

外装材

※水切 り

※床材

※床根太

※根太掛け
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なし) し)

(あ り

水平断面図

屋外側

屋内al

(あ り

(あり又はなし)

巨外側 屋内lRl

鉛直断面図

図 2 構造説明図
(構造用面材あり、受材なし)
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単位 :mm

夕(

受

(あ り又はなし)

フ(

防湿気密フィルム
(あり又はなし)

柱

(

田付材 (構造用面材固定用)

構造用面材

売てん用断熱材

気密材
(あり又はなし)

※土台

※基礎

防水紙
(あ り又はなし)

間柱

留付材 (胴縁固定用 )

Л同縁

留付材 (防水紙固定用)
(あ り又はなし)

図 3 構造説明図
(構造用面材あり、受材あり)

内装材
外装材

※水切 り

※床材

※床根太

※根六掛け
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なし)

(あ り

し) (あ り又はなし)
屋内側

(あ リヌはなし)

(あ り し)

水平断面図

塵内 {R

鉛直断面図

図4 構造説明図
(構造用面材あり、受材あり)
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(平板)

外装材形状図

図 5 構造説明図
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6.施工方法 :

施工方法は以下の手順で行 う。

1)下地組等

柱及び間柱は、反 り曲がりのないものを使用し、土台に垂直に取付ける。

構造用面材は、柱及び問柱の上に構造用面材用留付材を用いて取付ける。

構造用面材を受け材等に留め付ける場合は、あらかじめ受け材等を軸組みに取り付けておく。

2)断熱材の取付け

充てん用断熱材 (旭化成建材 (株 )製)は、断熱材固定用留付材を用いて、隙間が生じないように柱・

間柱問等に取付ける。
3)防湿気密フィルムの取り付け (防湿気密フィルムを張る場合 )

防湿気密フィルム仮固定用留付材を用いて、たるみやしわのないように、充てん用断熱材より室内

側に取付ける。
4)気密材の取り付け (気密材を設ける場合 )
・以下に示す 8種類のうちのいずれか、またはその組み合わせで配置する。
①断熱材と柱・間柱の間を跨ぐように配置

②断熱材と柱・間柱の間に配置

③構造用面材の継ぎ目部分に配置
5)防水紙の取り付け (防水紙を張る場合)

横張を原則とし、所定の重ね代を確保した上で、防水紙仮固定用留付材で仮固定する。

6)胴縁の取付け

胴縁を胴縁固定用留付材を用いて柱・間柱に留めつける。
7)外装材の取付け

外装材を外装材固定用留付材を用いて胴縁に固定する。差込式の場合は嵌合部にずれが生じないよ

うイこする。
8)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱及び間柱に取付ける。
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